
中森秀樹氏ナノテック社長

さ
ら
な
る
電
気
料
金
値
上
げ
は
死
活
問
題

Ｄ
Ｌ
Ｃ
成
膜
装
置

　
当
社
が
手
が
け
て
い
る
の
は
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
ラ
イ
ク
・
カ
ー
ボ
ン

Ｄ
Ｌ

Ｃ

の
成
膜
装
置
だ
。
こ
れ
は
金
属
表

面
を
加
工
し
、
炭
素
を
主
体
と
す
る
薄

膜
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
耐
久
性
を
高

め
る
な
ど
の
付
加
価
値
を
生
む
。

　
例
え
ば
、
ア
ル
ミ
缶
を
製
造
す
る
た

め
の
工
具
の
表
面
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
成
膜
す

れ
ば
、
工
具
の
寿
命
を
飛
躍
的
に
伸
ば

せ
る
。
こ
の
技
術
を
応
用
し
て
、
医
療

機
器
の
表
面
を
加
工
し
て
人
間
の
体
に

な
じ
み
や
す
く
す
る
研
究
も
進
ん
で
い

る
。
一
般
に
は
目
立
た
な
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
当
社
の
技
術
は
、
次
世
代
の

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
社
は
装
置
の
製
造
販
売
と

と
も
に
、
Ｄ
Ｌ
Ｃ
膜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

受
託
し
て
い
る
。
こ
の
膜
づ
く
り
の
工

程
で
は
、
高
真
空
装
置
の
中
で
イ
オ
ン

化
蒸
着
法
に
よ
っ
て
炭
素
を
中
心
と
し

た
薄
い
膜
を
形
成
す
る
の
だ
が
、
こ
の

時
に
大
量
の
電
力
を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
場
内
を

―

度
Ｃ
、
湿
度

％
程
度
で
一
定
に
保
た
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
昨
夏
の
猛
暑
な
ど
は
、
空
調
設

備
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た
。

　
２
０
１
２
年
の
年
間
の
電

気
代
は
、
電
気
料
金
が
値
上

げ
さ
れ
る
前
の

年
と
比
較

す
る
と
、
約

％
上
が
っ

た
。
当
社
の
大
手
顧
客
の
一

つ
で
あ
る
半
導
体
業
界
が
低

迷
す
る
中
で
、
こ
の
電
気
代

の
上
昇
は
経
営
に
直
接
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
再

び
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

死
活
問
題
だ
。

　
こ
れ
ま
で
に
太
陽
光
発
電

の
導
入
や
、
本
社
屋
上
の
緑
化
・
散

水
、
こ
ま
め
な
節
電
な
ど
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
対
策
は
行
っ
た
が
、
我
々
中
小
企

業
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

中
小
企
業
が
国
内
で
安
心
し
て
モ
ノ
づ

く
り
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
経

済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
低
廉
で

安
定
的
な
電
力
供
給
が
不
可
欠
だ
。

【
企
業
デ
ー
タ
】

▽
所
在
地

千
葉
県
柏
市
十
余
二
５
７

２
の

ナ
ノ
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
▽
電
話
番

号

０
４
・
７
１
３
５
・
６
１
１
１
▽

業
種

真
空
を
利
用
し
た
金
属
お
よ
び

セ
ラ
ミ
ッ
ク
表
面
改
質
装
置
の
製
造
販

売
な
ど
▽
Ｕ
Ｒ
Ｌ

経
済
へ
の
悪
影
響
懸
念
リ
ス
ク
を
見
極
め
た
総
合
的
な
判
断
を

モノづくり日本の危機 　
全
国
で
、
原
子
力
発
電
所
が
長
期

間
停
止
し
、
厳
し
い
電
力
需
給
が
続

く
だ
け
で
な
く
、
電
気
料
金
の
値
上

げ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
問
題
は
今
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

を
支
え
る
中
堅
・
中
小
企
業
の
経
営

を
直
撃
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
電

力
の
安
定
供
給
、
経
済
性
な
ど
の
面

か
ら
、
資
源
小
国
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

中
小
企
業
経
営
者
の
本
音
を
聞
き
つ

つ
、
考
察
し
た
。
【
特
別
取
材
班
】

国
内
で
安
心
し
て
操
業
で
き
る
環
境
を

金星章大氏テンキング社長
受
託
検
品
な
ど
も

行
う
本
社
工
場

　
当
社
は
電
機
関
連
を
中
心
に
、
精

密
部
品
の
加
工
や
組
み
立
て
を
手
が

け
て
い
る
。
過
去
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
型
ビ
デ

オ
録
画
機
向
け
の
「
シ
リ
ン
ダ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
」
の
機
械
加
工
で
伸
び
た
時

期
も
あ
っ
た
が
、
商
品
の
世
代
交
代

で
需
要
が
大
き
く
縮
小
し
た
。
約
２

０
０
人
の
従
業
員
が
い
た
大
分
県
杵

築
市
の
工
場
を
４
年
前
に
閉
鎖
し
、

機
械
加
工
の
工
程
を
タ
イ
の
子
会
社

に
す
べ
て
集
約
し
た
。

　
そ
の
点
で
は
、
ま
さ
に
日
本
の
中

小
企
業
の
空
洞
化
の
一
つ
の
例
と
見

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当

社
は
国
内
で
の
事
業
を
あ
き
ら
め
た

わ
け
で
は
な
い
。
７
年
前
か
ら
、
精

密
部
品
の
検
査
で
使
う
設
備
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
高
級
化
粧
品
や
食

品
の
容
器
の
微
細
な
ゴ
ミ
や
欠
陥
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
品
事
業
を
は
じ

め
、
徐
々
に
拡
大
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
中
小
企
業
の
モ
ノ
づ

く
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
技

術
や
経
験
を
生
か
し
て
新
た
な
事

業
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
拓
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
経
営
者
と
し
て

は
人
件
費
に
次
い

で
電
気
代
の
上
昇

が
気
が
か
り
だ
。

当
社
は
節
電
に
も

力
を
入
れ
て
お

り
、４
階
建
て
の

本
社
工
場
は
フ
ロ

ア
ご
と
に
空
調
を

利
用
す
る
な
ど
工

夫
す
る
と
と
も

に
、照
明
は
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
も
省
エ
ネ
型
に
転
換
し
た
。

　
こ
れ
以
上
電
気
代
が
上
昇
す
る

と
、
事
業
へ
の
投
資
判
断
も
難
し
く

な
る
。
政
府
も
電
力
会
社
も
、
我
々

が
安
心
し
て
日
本
で
事
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

【
企
業
デ
ー
タ
】

▽
所
在
地

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根

１
の
７
の

▽
電
話

０
６
・
６
７

４
６
・
７
５
６
６
▽
業
種

部
品
加

工
・
組
み
立
て
・
サ
ー
ビ
ス
▽
Ｕ
Ｒ

Ｌ

山本厚生氏フジコー社長

原
子
力
の
技
術
輸
出
で
国
際
貢
献
を

鉄
板
組
み
立
て
溶
接
作

業

　
当
社
は
、
地
元
・
九
州
の
ほ
か
東
北

や
中
国
地
方
を
製
造
拠
点
と
し
て
、
国

内
外
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
向
け
に
圧
延
ロ

ー
ル
や
搬
送
ロ
ー
ラ
ー
、
複
合
金
属
製

品
を
製
造
、
販
売
し
て
い
る
。
当
社
に

と
っ
て
深
刻
な
問
題
は
、
円
安
と
資
源

高
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高
騰
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
世
界
的
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ
ル
ト
と

い
っ
た
レ
ア
メ
タ
ル

希
少
金
属

が

高
騰
し
て
お
り
、
購
入
先
を
増
や
し
た

り
、
廃
棄
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
す

る
な
ど
地
道
な
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て

い
る
。

　
鉄
鋼
の
内
需
拡
大
は
も
は
や
期
待
で

き
ず
、当
社
の
顧
客
は
半
数
が
韓
国
、米

国
、ロ
シ
ア
、イ
ン
ド
な
ど
の
海
外
で
あ

る
。当
社
が
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、海

外
の
売
上
比
率
を
上
げ
る
し
か
な
い
。

　
売
上
高
の

％
以
上
を
鉄
鋼
関
連
が

占
め
て
い
る
が
、
経
営
の
安
定
の
た

め
、
近
年
は
事
業
の
多
角
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
規
事
業
と

し
て
光
触
媒
に
よ
る
消
臭
・
殺
菌
製
品

の
製
造
販
売
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
地
域

貢
献
の
意
味
も
込
め
て
、
高
齢
者
介
護

事
業
に
も
参
入
し
た
。
こ
う
し
た
分
野

で
は
内
需
の
着
実
な
成

長
を
期
待
し
て
い
る
。

　
原
子
力
発
電
を
今
す

ぐ
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
え

ば
、
日
本
経
済
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
と
考
え

て
い
る
。
経
済
の
着
実

な
成
長
に
期
待
し
て
投

資
し
よ
う
と
す
る
中
小

企
業
に
と
っ
て
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
ま

た
、
日
本
が
仮
に
「
原

発
ゼ
ロ
」
を
選
択
し
て
も
、
中
国
や
韓

国
な
ど
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
が
原
発
を

稼
働
し
て
い
る
以
上
、
有
事
の
際
の
日

本
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
高
い
技
術
力
を
持

つ
日
本
は
、
原
子
力
の
安
全
性
を
高
め

る
研
究
を
進
め
、
安
心
・
安
全
な
技
術

を
輸
出
し
て
、
国
際
貢
献
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
企
業
デ
ー
タ
】

▽
所
在
地

北
九
州
市
戸
畑
区
中
原
西

２
丁
目

の

▽
電
話

０
９
３
・
８

７
１
・
３
７
２
４
▽
業
種

金
属
加
工

・
環
境
関
連
製
品
製
造
▽
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
会
員
組
織
で
あ
る

各
地
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
や
取
材
網
を
通
じ
て
、
電
力
の
安
定
供
給

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
疑
問
や
意
見
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
経
営
者
か
ら
「
電
気
料
金
に
か
か
わ
る
不
満
」
や

「
経
済
へ
の
悪
影
響
」
に
関
す
る
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
、
ナ
ノ
テ
ッ
ク
、
テ
ン
キ
ン
グ
、
フ
ジ
コ
ー
の
３
社
の
経
営
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
て
み
た
い
。

〈
企
画
制
作
〉
日
刊
工
業
新
聞
社
　
業
務
局

値
上
げ
が
経
営
を
直
撃

　
ま
ず
、
中
小
企
業
の
経
営
者
か
ら

切
実
な
声
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
電
気

料
金
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
２
０
１
３
年

月
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停
止

に
伴
う
火
力
発
電
の
焚
き
増
し
に
よ

た

る
燃
料
費
の
増
加
が

年
度
に
２
・

３
兆
円
、

年
度
に
３
・
１
兆
円
、

年
度
に
３
・
６
兆
円
に
の
ぼ
る
と

試
算
し
た
。
こ
れ
を
消
費
税
率
に
例

え
れ
ば
、
１
・
３
％
に
相
当
す
る

図
１
参
照

。

　
原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
に
伴

う
燃
料
費
の
増
加
は
電
力
会
社
の
経

営
を
圧
迫
し
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
電

力
、
関
西
電
力
、
九
州
電
力
、
北
海

道
電
力
、
東
北
電
力
、
四
国
電
力
の

６
社
が
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
実
施

し
、
現
在
、
中
部
電
力
が
申
請
中
で

あ
る
。
さ
ら
に

年
２
月
に
は
北
海

道
電
力
が
再
値
上
げ
の
検
討
を
表
明

す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
ま
ま
再
稼
働

が
進
ま
な
い
状
況
が
続
く
と
、
再
値

上
げ
を
検
討
す
る
会
社
が
今
後
も
出

て
く
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。
東
日

本
大
震
災
後
も
稼
働
し
て
い
た
原
子

力
発
電
所
を
停
止
さ
せ
た
ま
ま
輸
入

燃
料
を
消
費
し
て
い
る
の
だ
か
ら
コ

ス
ト
が
か
か
る
の
は
当
た
り
前
で
あ

る
。
今
後
、
原
子
力
発
電
所
の
停
止

が
さ
ら
に
長
期
化
し
、
老
朽
化
し
た

旧
式
火
力
の
置
き
換
え
や
原
子
力
を

代
替
す
る
大
型
火
力
の
新
設
が
必
要

に
な
れ
ば
、
も
う
一
段
の
電
気
料
金

引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
次
に
中
小
企
業
経
営
者
か
ら
多
く

の
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
経
済
へ
の
悪

影
響
の
懸
念
に
つ
い
て
。
燃
料
費
の

増
加
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
は
、
貿

易
収
支
に
も
表
れ
て
い
る
。
日
本
の

貿
易
収
支
は
近
年
、
急
速
に
悪
化
し

て
お
り
、

年
は
３
年
連
続
で
赤
字

と
な
り
、
赤
字
幅
も

・
５
兆
円
と

過
去
最
大
と
な
っ
た
。
そ
の
３
分
の

１
が
化
石
燃
料
の
輸
入
増
に
よ
る
も

の
で
、
全
て
が
海
外
へ
の
国
富
の
流

出
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
化
石
燃
料
の

輸
入
は
全
て
が
資
源
国
へ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ア
ウ
ト
な
の
だ
。

　
電
気
料
金
の
値
上
げ
と
経
済
へ
の

悪
影
響
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
海
外

移
転
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
、
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
の
崩
壊
と
い
う
形
で

中
小
企
業
の
経
営
を
直
撃
し
て
お

り
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
に
多
大
な

影
響
を
も
た
ら
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
は
日
本
の
安
定
し
た
社
会
の
維

持
、
経
済
成
長
に
直
結
す
る
問
題
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
教
訓
に

　
資
源
小
国
で
あ
る
日
本
は
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
日
本
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
、
原
子
力
発
電
所
の
ほ
と
ん

ど
が
停
止
し
た

年
で
約
５
％
だ
っ

た
一
方
で
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
開
発

が
進
む
米
国
の
自
給
率
は

％
程
度

ま
で
改
善
し
た
。
な
お
、
豊
富
な
石

炭
資
源
を
持
つ
ド
イ
ツ
の
自
給
率
は

％
程
度
、
北
海
油
田
を
抱
え
る
英

国
の
自
給
率
は

％
程
度
、
日
本
同

様
に
資
源
が
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
は
８

％
程
度
で
あ
る
。

　
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
て
い
る

現
在
の
日
本
で
は
、
火
力
発
電
の
割

合
が
約
９
割
で
、
そ
の
燃
料
の
ほ
と

ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
。
こ

の
化
石
燃
料
の
輸
入
元
は
、
原
油
の

％
が
、
天
然
ガ
ス
の

％
が
中
東

か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。

　
１
９
７
３
年
、
第
一
次
中
東
戦
争

に
よ
る
第
一
次
石
油
危
機
で
は
、
テ

レ
ビ
の
深
夜
放
送
の
打
ち
切
り
や
プ

ロ
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
の
自
粛
、
高
速

道
路
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
休
日

休
業
な
ど
、
全
国
規
模
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
抑
制
策
が
実
施
さ
れ
、
日
々
の

生
活
に
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
。
石

油
に
集
中
的
に
依
存
し
た
日
本
経
済

は
、
そ
れ
だ
け
脆
弱
だ
っ
た
の
で

ぜ
い
じ
ゃ
く

あ
る
。
石
油
危
機
を
教
訓
に
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
石
油
依
存
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
、
原
子
力
発

電
を
導
入
し
、
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ

Ｎ
Ｇ

な
ど
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
開
発
し
て
き
た
。

　
石
油
危
機
か
ら
約

年
を
か
け

て
、
震
災
直
前
の
日
本
の
電
源
構
成

は
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
が
そ

れ
ぞ
れ

％
前
後
、
残
り
の

％
弱

を
水
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
構
築

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
電

電
力
量
の
約

％
を
担
っ
て
い
た
原

子
力
発
電
所
が
長
期
停
止
に
追
い
込

ま
れ
た
こ
と
で
、
日
本
は
再
び
、

年
前
と
同
じ
構
造
的
な
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る

図
２
参
照

。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
分
散
が
必
要

　
原
子
力
も
む
ろ
ん
、
燃
料
を
海
外

に
依
存
し
て
い
る
が
、
天
然
ウ
ラ
ン

は
カ
ナ
ダ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
豪
州

な
ど
政
治
的
に
も
安
定
度
の
高
い
国

で
産
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
ウ
ラ

ン
燃
料
は
一
度
原
子
炉
に
入
れ
る
と

約
１
年
間
は
交
換
す
る

必
要
が
な
く
、
燃
料
を

国
内
に
備
蓄
し
て
い
る

の
と
同
じ
で
あ
り
、
数

週
間
分
の
備
蓄
し
か
な

い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
比
べ
る
と

ず
い
ぶ
ん
違
う
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
は
、
こ
う
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
分

散
以
外
の
方
法
で
は
成

り
立
た
な
い
。
政
府
も

電
力
会
社
も
、
今
後
は

太
陽
光
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
方
針
だ

が
、
今
の
と
こ
ろ
コ
ス

ト
や
安
定
性
な
ど
の
面

で
到
底
原
子
力
を
代
替

す
る
安
定
し
た
供
給
力

と
な
り
得
な
い
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
分
散
さ
せ
る
メ
リ

ッ
ト
は
燃
料
価
格
に
つ

い
て
も
言
え
る
。
新
興

国
の
経
済
発
展
と
と
も

に
、
需
給
が
厳
し
く
な
り
、
中
長
期

的
に
石
油
価
格
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
原
子
力
が
な

い
こ
と
で
、
石
油
や
ガ
ス
の
価
格
交

渉
面
で
不
利
な
立
場
と
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
経
営
的
な
視

点
で
も
、
電
気
料
金
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
は
、
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
分
散
が
望
ま
し
い
。

置
き
去
り
の
地
球
環
境
問
題

　
も
う
ひ
と
つ
、
見
落
と
し
て
は
な

ら
な
い
の
は
地
球
環
境
問
題
へ
の
影

響
だ
。
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴

う
火
力
発
電
所
の
稼
働
に
よ
り
、
日

本
の

年
の
電
力
部
門
の
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、

年
比

で
１
・

億

増
加
し
た
。
伸
び
率

で
お
よ
そ

％
だ
。
つ
い
先
日
ま
で

地
球
環
境
問
題
が
最
優
先
の
課
題
で

は
な
か
っ
た
か
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
は

金
銭
的
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
さ
れ

る
懸
念
も
捨
て
き
れ
な
い
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
増
加
を
放
置
す
れ
ば
、
気

候
変
動
や
海
面
上
昇
に
直
結
し
か
ね

な
い
、
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
る
と

同
時
に
、
日
本
は
国
際
社
会
か
ら
の

信
用
を
失
い
か
ね
な
い
の
だ
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
、
そ
れ
は
、
特
定
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
集
中
す
る
こ
と
な

く
、
原
子
力
を
加
え
た
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
目
指

す
こ
と
が
最
善
と
い
え
よ
う
。
国
民

感
情
も
理
解
す
る
が
、
そ
こ
に
経
営

的
視
点
を
入
れ
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク

を
見
極
め
た
総
合
的
な
判
断
を
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

日
刊
工
業
新
聞
　
論
説
委
員
兼

編
集
委
員
　
加
藤
正
史

中小企業を直撃する電気料金値上げと電力需給不安

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 ３月１９日 水曜日 　　


